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x 0 1 2 3 4 5 6 7

y 6 8 10 12 14 16 18 20
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月額基本使用料 1分ごとの通話料

Aプラン 3500円 30円

Bプラン 2000円 40円

1 か月の ＝ 月額基本 ＋ 1 分ごと × 通話時間
使用料 使用料 の通話料 （分）

y

３ Ｂ問題（活用）に対応するための練習問題 （ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

１ 次の図のように、 2㎝の高さまで水が入った水そうAに、 1分間に 3㎝の割合で水を入れま （６） 水そう A と水そう B の底から、水面までの高さが同じになるのは何分後かを調
す。また、 6㎝の高さまで水が入った水そう Bに、 1分間に 2㎝の割合で水を入れます。水を入 べます。連立方程式を使って、（５）で答えたことが正しいかを確かめなさい。
れはじめてからの時間を x分、底から水面までの高さを y㎝として、それぞれの水そうの変化
の様子を調べます。次の問いに答えなさい。 y＝ 3x＋ 2

y＝ 2x＋ 6 （ x ， y ）＝（ 4 ， 14 ）

答え 4 分後

２ ある電話会社には、次のような料金プランがあります。下の問いに答えなさい。

（１） 水そうAと水そう Bのそれぞれの表を完成させなさい。

水そうA 水そう B

（１） 100分通話したとき、Aプラン、 Bプランそれぞれの使用料を答えなさい。
（２） (１)の水そうAの表中の「 x＝ 2のとき y＝ 8 」は、何を表していますか、答えなさい。

Aプラン 答え 6500 円 Bプラン 答え 6000 円
答え 水を入れはじめてから 2分後のとき、底から水面までの高さが 8㎝である。

（２） 1 か月に x 分通話するときの使用料を y 円として、 A プランと B プランのそれ
（３） 水そうAと水そう Bのそれぞれの xと yの関係を式に表しなさい。 ぞれについて、 xと yの関係を式に表しなさい。

水そうA 式 y＝ 3x＋ 2 水そう B 式 y＝ 2x＋ 6 Aプラン 式 y＝ 30x＋ 3500 Bプラン 式 y＝ 40x＋ 2000

（４） 水そうAと水そう Bのそれぞれのグラフをかきなさい。 （３） 1か月に何分より多く通話すると、Aプランの方が Bプランより使用料が安く
なるかを、①グラフ、②連立方程式の順に求めなさい。

① グラフ ② 連立方程式

y＝ 30x＋ 3500
y＝ 40x＋ 2000

（５） （４）のグラフより、水そうAと水そう Bの底から水面までの高さが同じになるのは、何分 （ x ， y ）＝（ 150 ， 8000 ）
後か答えなさい。

答え 4 分後 答え 150 分より多く通話するとAプランの方が Bプランより使用料が安くなる。
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一次関数のグラフ
○ 一次関数 y ＝ ax ＋ b のグラ
フは、傾き a 、切片 bの直線

○ 一次関数 y ＝ ax ＋ b の変化
の割合 a は、グラフ上では、直線
y ＝ ax ＋ b の傾き a になって
いる。

水そうA 水そうB



３ Ｂ問題 （ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

答え
説明

説明

答え 万円

平成２８年度 全国学力・学習状況調査問題より

練習問題との関連
・１（４）（５）（６）
・２（３）

ポイント
求めるものは何か
を考えよう！

練習問題との関連
・１（１）
・２（１）

練習問題との関連
・１（２）（３）
・２（２）


